
国語科学習指導案 

１ 単元名「雪は新しいエネルギー」 

     『筆者の考えを読み，説明の特徴を考え，学習感想文にまとめよう』 

２ 単元の目標と評価規準 

  目標 評価規準 

知 
情報と情報との関係付けの仕方，図などによる語句と語

句との関係の表し方を理解し，使うことができる。 
情報と情報との関係付けの仕方，語句と語句との関係の

表し方を理解し，使っている。 

思 

目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必
要な情報を見付けたり，論の進め方について考えたりする
ことができる。 

「読むこと」において，目的に応じて，文章と図表などを
結び付けるなどして必要な情報を見付けたり，論の進め方
について考えたりしている。 

目的や意図に応じて，簡単に書いたり，詳しく書いたりす
るとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたりするな
ど，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること
ができる。 

「書くこと」において，目的や意図に応じて，簡単に書い
たり，詳しく書いたりしているとともに事実と感想，意見と
を区別して書いたりしているなど，自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫している。 

学 

積極的に雪エネルギーの利用に対する筆者の主張と取り
上げた事例の関係，残された課題などを検討し，今までの学
習を生かして，筆者の説明の仕方や雪エネルギーの利用に
ついて考えをまとめることができる。 

積極的に雪エネルギーの利用に対する筆者の主張と取り
上げた事例の関係，残された課題などを検討し，今までの学
習を生かして，筆者の説明の仕方や雪エネルギーの利用に
ついて考えをまとめようとしている。 

 

３ 単元の指導事項と児童の実態，それに関わる言語活動 

単元の指導事項 児童の実態 指導観 

思判表Ｂ（１）

ウ 

書き表し方の工夫（構成の工夫）については，文章
での表現活動において構成表を活用することで，自ら
の伝えたい思いや考えを伝えるための方法を考えるこ
とができるようになってきた。 

論理的な説明文章を扱う本単元において，筆
者が自らの主張をどのような意図で組み立て，
読み手に対して投げかけているのかを検討する
活動を位置付けた。筆者の効果的な説明の仕方
にふれることを大切にしたい。そのために，第
１次において，「筆者の主張」「事例の扱い方」
「構成の工夫」の３点に着目させる。第２次で
は，教材文の読み取りを通して，効果的な説明
の仕方を検討する。第３次では，筆者の説明の
仕方や筆者の主張に対する自らの考えを「学習
感想文」にまとめる言語活動を位置付けた。 

思判表Ｃ（１）

ウ 

 問いに対して，必要な情報を見付けることができる
が，効果的な論の進め方（構成の工夫）を発見した
り，検討したりすることには，意識が向いていない。 
 
 
 
 

 

単元のゴール（適切な言語活動）  

筆者の考えを読み，説明の特徴を考え，学習感想文にまとめよう 

 

４ 単元の指導計画 （本時 網掛太字 ４ / ５） 

過
程 

１次 ２次 ３次 
構造と内容の把握  精査・解釈，考えの形成 共有 

学
習
活
動 

 

〇単元のゴールである学習感
想文を書くことを確認し，
学習の見通しをもつ。 

・学習用語の確認 
「筆者の主張」「構成の工夫」 
「事例の取り上げ方」 
 

〇雪エネルギーを活用事例とその
課題点を整理するとともに，どの
ような意図で構成したのかの検
討する。 

〇筆者が取り上げた課題点がなぜそ
のような意図で取り上げたのかを
考え，簡単な文章にまとめる。 

〇筆者の主張の組み立て方や説
明の仕方について話し合い，
それをもとに，学習感想文に
まとめ，振り返りをする。 

時
数 １ ２ １ １ 

 

 



５ 本時について （４/５時間目） 

（１）目標と評価規準 

ねらい 評価規準 

筆者の論の進め方について，自らの立場を明確に
し，考えを述べ，交流することによって，筆者の
意図を考えることができる。 

筆者の論の進め方について，対話を通して，筆者
が課題を取り上げた意図について考えている。 

 

（２）本時の展開  

過
程 

児童の活動 
〇活動 ・反応 

教師の働きかけ 
・留意点 〇評価 
■研究との関わり 

つ
か
む 

〇学習計画表の確認 
・単元のゴールや本時の課題の確認 
〇問題提示 
 
 
 
・「雪は新しいエネルギー」の構成表を確認する。 
〇課題設定 
 
 
 
 
〇解決の見通し 
・課題①では，解決策が出ている。 
・課題②では，解決策が出ていない。 
→ この違いはなぜだろう？ 

 
・何のための学習かを確認 
 
 
 
・構成表を全体に提示する。 
発問：なぜ，筆者はあえて課題点を提示し

たのだろう？ 
 
 
 
 
・取り上げている課題①と②を提示する。 
「提示した２つの課題の違いは何だろう」 
「『雪は新しいエネルギー』には，課題点を
あえて挙げた方がよいか，それとも挙げな
い方がよいか。」 

・学習計画表を使って，
確認をする。 

考
え
る
・
深
め
る 

 

〇個人思考 
・課題点を入れることによって，どのような効果
があるのかについて考えをもつ。 

 
 
 
 
 
 
 
〇集団思考 
・筆者が課題点を挙げた理由について考えたこと
を，全体で交流する。 

 【例】 
 再生可能エネルギー活用の大変さ 
 みんなで解決すべき問題だからこそ，あえて取
り上げたから など 

 

 
・ロイロノートの機能を活用した対話活動（１） 
①テキストカードに自分の考えを記入 
※つまずきがある児童については，提出し
た児童の意見を参考に意見を書くよう声
掛けをする。 

②考えを記入した児童は，提出箱に提出
し，他の児童の考えにふれる。 

③参考にできるアイディアがあれば，自ら
のノートに貼り付け，整理をする。 

・ロイロノートの機能を活用した対話活動（２） 
①画面配信や比較機能を活用し，交流を行
う。 

②児童は自らの端末を使用し，考えを全体
に発言する。 

③数名の児童の考えを取り上げ，黒板にキ
ーワードを板書し，整理する。 

 
「交流したことをもとに，筆者があえて課
題点を挙げた理由をあらためて考えてみ
ましょう」 

■論の進め方について自
らの考えをテキストカ
ードに記載している。 

 
〇論の進め方について構
成表をもとに，記入し
たり，相手の考えをも
とにしたりしながら考
えることができる。 

（ロイロノートテキスト
カード） 

■対話活動を通して，自
らの考えや相手の考え
を比較することで，筆
者の論の進め方につい
て理解を深める。 

〇論の進め方について対
話活動をもとにして，
理解を深めることがで
きる。（発言） 

ま
と
め
る 

〇まとめ 
 
 
 
 
 
 
〇振り返り 
・授業の感想を述べる。 
 
 

  
 

問題 筆者が構成で工夫しているところはどこだろう？ 

課題 筆者が構成をする上で，雪のエネルギーについて，課題点を挙

げたのはなぜか。 

 筆者は，構成する際，あえて課題を取り上げた理由は，雪エネルギーが再

生可能エネルギーの一つとして利用されるべきで，その問題をみんなで考え

たいと思ったからではないか。（説得力を増すため，深く考えるためなど） 



筆者の考えを読み，説明の仕方の特徴を考えよう 「雪は新しいエネルギー」 学習計画表 

第三次 第二次 第一次 【単
元
の
ゴ
ー
ル
（言
語
活
動
）】 

 
筆
者
の
説
明
の
仕
方
に
ふ
れ
、
効
果
的
に
説
明
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
学
習

感
想
文
を
書
こ
う
。 

（ふ
り
返
り 

◎
よ
く
で
き
た
・〇
で
き
た
・△
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
） 

五 四 三 二 一 

◎
筆
者
の
主
張
の
組
み
立
て
方
や
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
、
話

合
い
、
そ
れ
を
も
と
に
、
学
習
感
想
文
に
ま
と
め
て
、
振
り
返

り
を
す
る
。 

 

◎
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
っ
て
雪
国
の
生
活
が
変
化
す
る

可
能
性
や
課
題
に
つ
い
て
読
み
、整
理
す
る
。 

◎
筆
者
が
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
主
張
す
る
の
は
な
ぜ
か
、

こ
れ
ま
で
の
事
例
を
振
り
返
っ
て
説
明
す
る
。 

 ◎
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
う
ち
、
氷
室
と
雪
冷
房
の
事
例
に

つ
い
て
、
そ
の
利
用
の
仕
方
や
利
点
な
ど
を
読
み
、
整
理
す

る
。 

 ◎
単
元
の
ゴ
ー
ル
を
確
認
し
、学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。 

 

～ 

雪
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
、説
明
と
は
？ 

 
 
 

学
習
感
想
文
に
つ
い
て 

    

ふ
り
返
り 

 










